
株
式
会
社
開
発
紙
業 

機
密
文
書
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
利
用
約
款 

 

第
一
条 

（
適
用
範
囲
） 

１
．
こ
の
約
款
は
、
株
式
会
社
開
発
紙
業
が
運
営
す
る
機
密
文
書
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ

ス
「
機
密
く
ん
」
（
以
下
「
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

２
．
こ
の
約
款
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
令
ま
た
は
、
一
般
の
慣
習
に
基

づ
き
ま
す
。 

３
．
当
社
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
令
に
反
し
な
い
範
囲
で
、
特
約
（
オ

プ
シ
ョ
ン
）
の
申
し
込
み
に
応
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
二
条 

（
定
義
） 

１
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
顧
客
よ
り
排
出
さ
れ
る
機
密
文

書
（
以
下
「
文
書
」
と
い
い
ま
す
。
）
を
次
項
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し
、
そ
の

内
容
物
の
機
密
を
厳
重
に
保
持
し
た
上
、
当
社
の
溶
解
処
理
工
場
で
溶
解
処
理
す
る

役
務
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

２
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
専
用
ボ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
当
社
が
指
定
し
た
顧
客
が
文

書
を
収
納
す
る
専
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
「
機
密
く
ん
ボ
ッ
ク
ス
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

３
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
顧
客
が
文
書
の
処

理
を
当
社
に
委
託
す
る
た
め
、
自
己
の
排
出
す
る
文
書
を
収
納
し
、
当
社
が
指
定
す

る
シ
ー
ル
で
封
印
し
た
、
専
用
段
ボ
ー
ル
箱
を
い
い
ま
す
。 

４
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
専
用
封
印
シ
ー
ル
」
（
以
下
「
シ
ー
ル
」
と
い
い
ま
す
。
）

と
は
、
顧
客
が
梱
包
し
た
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
封
印
す
る
た
め
に
使
用
す
る
、

開
封
記
録
が
残
る
強
粘
着
の
封
印
シ
ー
ル
を
い
い
ま
す
。 

５
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
専
用
ポ
ス
ト
」
と
は
、
顧
客
の
事
業
所
に
常
時
設
置
さ

れ
る
ス
チ
ー
ル
製
の
ポ
ス
ト
「
機
密
く
ん
ポ
ス
ト
」
の
こ
と
で
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を

収
納
、
保
管
し
、
溜
ま
っ
た
文
書
を
厳
重
に
保
持
す
る
こ
と
を
用
途
と
す
る
当
社
指

定
の
、
鍵
つ
き
の
ポ
ス
ト
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

６
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
溶
解
処
理
証
明
書
」
と
は
、
本
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
文
書

の
溶
解
処
理
が
完
了
し
た
と
き
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
た
め
、
当
社
か
ら
交
付
さ
れ

る
所
定
の
書
面
を
い
い
ま
す
。 

７
．
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
「
専
用
袋
」
と
は
、
顧
客
の
事
業
所
よ
り
排
出
さ
れ
る
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
機
で
裁
断
さ
れ
た
文
書
の
紙
片
を
収
納
す
る
専
用
の
ポ
リ
袋
「
機
密

く
ん
エ
コ
バ
ッ
グ
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

第
三
条 

（
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
事
項
） 

１
．
当
社
は
、
文
書
を
収
納
、
梱
包
す
る
た
め
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
、
本
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
顧
客
に
引
渡
す
こ
と
と
し
、
料
金
を
収
受
し
ま
す
。 

２
．
専
用
ボ
ッ
ク
ス
の
料
金
支
払
い
方
法
は
原
則
、
現
金
の
み
と
し
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス

を
顧
客
に
届
け
た
際
に
、
商
品
と
引
替
と
な
り
ま
す
。
当
社
は
収
受
し
た
料
金
の
割

戻
し
は
致
し
ま
せ
ん
。 

３
．
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
以
下
の
も
の
を
同
梱
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

 
 

① 

集
荷
依
頼
書 

 
 

② 

封
印
シ
ー
ル 

 

第
四
条 

（
荷
物
の
引
渡
し
に
関
す
る
事
項
） 

１
．
顧
客
は
、
文
書
を
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し
梱
包
の
後
、
封
印
を
施
し
て
、
当
社

に
連
絡
の
う
え
、
引
渡
し
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

依
頼
時
の
連
絡
必
要
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
各
号
に
な
り
ま
す
。 

 
 

① 

顧
客
の
社
名
又
は
名
称 

 
 

② 

顧
客
の
会
社
住
所 

 
 

③ 

顧
客
の
電
話
番
号 

 
 

④ 

顧
客
の
部
署
、
担
当
者
名 

 
 

⑤ 

梱
包
物
の
個
数 

 
 

⑥ 

連
絡
日 

 
 

⑦ 

溶
解
処
理
証
明
書
発
行
希
望
の
有
無 

 
 

⑧ 

封
印
シ
ー
ル
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
た
管
理
ナ
ン
バ
ー 

 
 

⑨ 

搬
出
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
有
無 

２
．
当
社
は
、
顧
客
よ
り
本
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
梱
包
さ
れ

た
専
用
ボ
ッ
ク
ス
の
内
容
が
第
七
条
第
一
項
に
該
当
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
、
次
条
の
受
取
証
を
発
行
し
ま
す
。 

 

第
五
条 

（
受
取
証
） 

１
．
受
取
証
は
複
写
式
で
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
当
社
に
て
記
載
し
た
も

の
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 
 

① 

顧
客
の
社
名
又
は
名
称 

 
 

② 

当
社
の
名
称
及
び
住
所
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
電
話
番
号 

 
 

③ 

荷
物
受
取
日 

 
 

④ 

管
理
ナ
ン
バ
ー 

 
 

⑤ 

梱
包
数 

 
 

⑥ 

そ
の
他
、
本
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
必
要
な
事
項 

 

第
六
条 

（
梱
包
） 

１
．
顧
客
は
、
本
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
梱
包
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

２
．
当
社
は
、
文
書
を
収
納
し
た
専
用
ボ
ッ
ク
ス
の
梱
包
が
本
サ
ー
ビ
ス
に
適
さ
な
い

と
き
は
、
顧
客
に
対
し
、
必
要
な
梱
包
を
要
求
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
七
条 

（
混
入
禁
止
） 

１
．
顧
客
は
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
文
書
以
外
の
も
の
を
収
納
し
な
い
も
の
と
し
、
特
に

次
に
掲
げ
る
第
一
号
か
ら
第
七
号
の
物
品
（
類
似
物
品
を
含
む
も
の
と
し
ま
す
。
）

を
文
書
に
混
入
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

① 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー 

 
 

② 

ビ
ニ
ー
ル
製
フ
ァ
イ
ル 

 
 

③ 

紙
製
で
な
い
綴
じ
紐 

 
 

④ 

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ 

 
 

⑤ 

金
属
製
バ
イ
ン
ダ
ー 

 
 

⑥ 

ス
プ
リ
ン
グ
式
ノ
ー
ト 

 
 

⑦ 

記
憶
媒
体
（
Ｆ
Ｄ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
、
Ｃ
Ｄ
等
）
そ
の

他
紙
以
外
の
材
質
の
も
の 

２
．
次
の
物
品
に
お
い
て
は
、
例
外
と
し
て
混
入
し
て
も
よ
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

① 

ホ
ッ
チ
キ
ス 

 
 

② 

ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ 

３
．
当
社
は
、
前
項
第
一
項
に
該
当
す
る
混
入
禁
止
物
品
が
、
収
納
或
い
は
混
入
さ
れ

て
い
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
顧
客
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
立
会
い
の
上
で
当
該
専

用
ボ
ッ
ク
ス
を
開
梱
し
、
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

第
八
条 

（
引
受
け
の
拒
否
） 

１
．
当
社
は
、
次
に
掲
げ
る
第
一
号
か
ら
第
八
号
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、
本
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
引
受
け
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

① 

本
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み
が
、
こ
の
約
款
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。 

 
 

② 

本
サ
ー
ビ
ス
申
込
み
に
際
し
て
、
顧
客
が
自
社
名
又
は
名
称
の
虚
偽
の
申
告

を
し
た
と
き
並
び
に
社
名
・
名
称
を
明
か
さ
な
か
っ
た
と
き
。 

 
 

③ 

顧
客
が
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
の
同
意
を
与
え
な
い
と
き
。 

 
 

④ 

梱
包
が
本
サ
ー
ビ
ス
の
移
送
に
適
さ
な
い
と
き
。 

 
 

⑤ 

本
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
顧
客
か
ら
別
途
保
証
契
約
な
ど
特
別
の
負
担
を
求
め

ら
れ
た
と
き
。 

 
 

⑥ 

公
の
秩
序
若
し
く
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
。 

 
 

⑦ 

梱
包
が
、
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
混
入
禁
止
物
品
で
あ
る
と
き
。 

⑧ 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
。 

 

第
九
条 

（
専
用
ボ
ッ
ク
ス
以
外
の
容
器
の
処
理
に
つ
い
て
） 

１
．
顧
客
は
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス
以
外
の
容
器
に
入
れ
た
文
書
に
対
し
、
本
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
サ
ー
ビ
ス
申
込
み
時
に
伝
え
、
処
理
す
る
箱
数
に
応

じ
た
金
額
を
梱
包
物
の
回
収
・
引
渡
し
時
に
支
払
う
も
の
と
し
ま
す
。 

２
．
当
該
梱
包
物
の
処
理
に
関
す
る
料
金
支
払
い
方
法
は
、
現
金
の
み
と
し
、
本
サ
ー

ビ
ス
の
回
収
・
引
渡
し
と
引
替
と
な
り
ま
す
。 

３
．
当
該
梱
包
物
の
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し
て
は
、
本
約
款
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
当

該
専
用
ボ
ッ
ク
ス
以
外
の
容
器
と
読
み
違
え
て
、
同
じ
く
本
約
款
が
適
用
さ
れ
る
も

の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
条 

（
専
用
ポ
ス
ト
設
置
に
関
す
る
事
項
） 

１
．
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
収
納
、
保
管
し
、
厳
重
に
保
持
す
る
こ
と
を
用
途
と

し
た
鍵
付
き
の
ポ
ス
ト
を
、
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
顧
客
よ
り
使
用
し
た
い
旨
の
連
絡

が
あ
っ
た
と
き
、
当
社
は
販
売
も
し
く
は
有
料
に
て
貸
出
す
こ
と
と
し
ま
す
。 

２
．
専
用
ポ
ス
ト
の
販
売
も
し
く
は
貸
出
に
か
か
る
料
金
支
払
い
方
法
は
、
現
金
、
振

込
み
、
小
切
手
を
可
能
と
し
ま
す
。
銀
行
振
り
込
み
の
場
合
は
、
末
締
め
の
翌
月
末

日
ま
で
に
支
払
う
も
の
と
し
、
そ
の
場
合
の
振
り
込
み
手
数
料
は
顧
客
の
負
担
と
し

ま
す
。
当
社
は
収
受
し
た
料
金
の
割
戻
し
は
致
し
ま
せ
ん
。 

３
．
貸
出
し
た
専
用
ポ
ス
ト
の
棄
損
、
滅
失
等
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
顧
客
は
損
害

賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
当
該
容
器
に
構
造
上
の
問

題
、
欠
陥
が
生
じ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

第
十
一
条 

（
専
用
ポ
ス
ト
貸
出
の
禁
止
事
項
） 

１
．
顧
客
は
、
貸
出
し
た
専
用
ポ
ス
ト
を
本
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
用
途
に
使
わ
な
い
こ
と

と
し
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
事
由
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。 

 
 

① 

ポ
ス
ト
内
に
溜
ま
っ
た
文
書
を
、
当
社
以
外
の
機
密
文
書
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー

ビ
ス
に
排
出
、
利
用
す
る
こ
と
。 

 
 

② 

専
用
ポ
ス
ト
を
、
そ
の
用
途
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
。 

 
 

③ 

粗
暴
に
扱
う
こ
と
。 

 
 

④ 

断
り
な
く
改
造
を
施
す
こ
と
。 

 
 

⑤ 

他
に
貸
出
す
こ
と
。 

２
．
前
項
の
禁
止
事
項
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
中
断
を
申
し
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
収
受
し
た
料
金
等
の
割
戻
し
は
致
し
ま
せ
ん
。 

 

第
十
二
条 

（
専
用
ポ
ス
ト
の
返
品
、
交
換
） 

１
．
当
社
は
、
顧
客
の
事
業
所
に
販
売
も
し
く
は
貸
出
し
た
専
用
ポ
ス
ト
に
、
構
造
上

の
問
題
、
欠
陥
が
あ
る
と
連
絡
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
れ
を
交
換
し
ま
す
。 

２
．
前
項
の
規
定
に
よ
る
返
品
、
交
換
に
か
か
る
費
用
は
、
す
べ
て
当
社
の
負
担
と
し

ま
す
。 

３
．
前
項
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
顧
客
側
の
理
由
に
よ
る
返
品
に
か
か
る
費
用

は
、
都
度
当
社
の
環
境
、
顧
客
で
協
議
し
て
、
決
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
三
条 

（
専
用
袋
） 

１
．
当
社
は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
機
に
よ
り
裁
断
さ
れ
た
文
書
の
紙
片
を
収
納
す
る
た
め

の
専
用
袋
を
、
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
顧
客
に
引
渡
す
こ
と
と
し
、
料
金
を
収
受
し
ま

す
。 

２
．
専
用
袋
の
料
金
支
払
い
方
法
は
原
則
、
現
金
の
み
と
し
、
専
用
袋
を
顧
客
に
届
け

た
際
に
、
商
品
と
引
替
と
な
り
ま
す
。
当
社
は
収
受
し
た
料
金
の
割
戻
し
は
致
し
ま

せ
ん
。 

３
．
専
用
袋
は
、
裁
断
さ
れ
た
紙
片
を
収
納
す
る
用
途
と
し
て
の
み
扱
い
、
そ
れ
以
外

の
も
の
を
混
入
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
顧
客
は
専
用
袋
に
文
書
の
ま
ま
収
納

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。 

４
．
本
サ
ー
ビ
ス
の
回
収
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
集
荷
は
顧
客
の
一
事
業
所
に

つ
き
ま
と
め
て
三
袋
以
上
か
ら
と
な
り
ま
す
。
尚
、
専
用
袋
以
外
の
、
顧
客
に
て
用

意
し
た
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
の
梱
包
袋
の
回
収
は
、
初
回
の
み
引
き
受
け
ま
す
。 

５
．
専
用
袋
は
文
書
の
梱
包
容
器
で
は
な
い
た
め
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
各
条
項
の
取
決
め

に
は
含
ま
れ
ず
、
損
害
賠
償
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

 

第
十
四
条 

（
回
収
日
時
） 

１
．
当
社
は
、
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
の
引
渡
し
依
頼
を
受
け
た
際
、
顧
客
の
利
益

を
害
し
な
い
限
り
次
項
の
事
由
に
よ
り
申
込
み
順
と
前
後
さ
せ
、
回
収
す
る
日
時
を

入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

２
．
前
項
の
規
定
に
お
い
て
、
当
社
は
顧
客
の
有
益
を
第
一
義
に
、
同
地
区
ご
と
に
回

収
を
行
う
な
ど
走
行
経
路
を
定
め
て
、
回
収
業
務
の
効
率
を
高
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

第
十
五
条 

（
取
扱
い
対
象
地
域
） 

１
．
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
は
、
静
岡
市
、
焼
津
市
、
藤
枝
市

と
し
、
一
部
山
間
部
な
ど
当
社
運
搬
車
が
進
入
に
難
渋
す
る
地
域
、
或
い
は
当
該
市

を
越
え
た
範
囲
に
関
し
て
は
、
当
社
と
顧
客
で
協
議
し
て
決
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
六
条 

（
指
図
） 

１
．
顧
客
は
、
当
社
に
対
し
、
梱
包
物
の
運
搬
の
中
止
、
返
送
、
転
送
に
つ
い
て
指
図

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

２
．
前
項
に
規
定
す
る
顧
客
の
権
利
は
、
安
全
管
理
上
の
理
由
か
ら
、
文
書
入
り
専
用

ボ
ッ
ク
ス
が
当
社
の
溶
解
処
理
工
場
に
運
び
込
ま
れ
た
時
点
で
消
滅
し
ま
す
。 

３
．
第
一
項
に
規
定
す
る
指
図
に
従
っ
て
行
う
処
分
に
要
す
る
費
用
は
、
顧
客
の
負
担

と
し
ま
す
。 

 

第
十
七
条 

（
指
図
に
応
じ
な
い
処
置
） 

１
．
当
社
は
、
運
搬
上
の
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
顧
客

の
指
図
に
応
じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

２
．
当
社
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
図
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を

顧
客
に
通
知
し
ま
す
。 

 

第
十
八
条 

（
工
場
へ
の
持
ち
込
み
） 

１
．
顧
客
が
、
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
当
社
の
溶
解
処
理
工
場
へ
自
ら
運
搬
、
持

ち
込
み
を
し
て
溶
解
処
理
を
依
頼
す
る
場
合
、
当
社
は
優
先
的
に
受
け
入
れ
し
ま
す
。 

２
．
前
項
の
持
ち
込
み
、
運
搬
に
か
か
る
費
用
は
顧
客
の
負
担
と
し
、
そ
の
処
理
に
か

か
る
費
用
は
優
遇
と
し
ま
す
。 

 

第
十
九
条 

（
溶
解
処
理
証
明
書
） 

１
．
当
社
は
、
文
書
の
梱
包
物
の
溶
解
処
理
が
完
了
し
た
際
、
事
前
に
集
荷
依
頼
記
載

項
目
に
て
証
明
書
発
行
を
申
し
出
て
い
た
顧
客
に
対
し
て
は
、
別
途
費
用
に
て
溶
解

処
理
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
．
溶
解
処
理
証
明
書
発
行
に
か
か
る
料
金
の
支
払
い
方
法
は
現
金
の
み
と
し
、
当
社

が
文
書
の
梱
包
物
の
引
渡
し
の
際
に
収
受
し
ま
す
。 

３
．
当
社
は
、
収
受
し
た
料
金
の
割
戻
し
は
致
し
ま
せ
ん
。 

 

第
二
十
条 

（
溶
解
処
理
の
立
会
い
） 

１
．
顧
客
が
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
排
出
し
た
文
書
が
溶
解
処
理

さ
れ
る
ま
で
見
届
け
た
い
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
限
り
、
当
社
は
溶
解
処
理
工
場
へ

の
受
け
入
れ
を
し
、
立
会
い
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

２
．
前
項
に
お
い
て
、
立
会
い
を
申
し
出
た
顧
客
が
余
に
多
く
、
溶
解
処
理
工
場
が
非

常
に
混
雑
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
当
社
は
作
業
の
安
全
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
の

機
密
性
を
考
慮
し
、
そ
の
受
け
入
れ
を
断
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

３
．
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
会
い
時
の
、
当
社
溶
解
処
理
工
場
ま
で
の
交
通
に
か
か

る
費
用
は
、
顧
客
の
負
担
と
し
ま
す
。 

 

第
二
十
一
条 

（
事
故
時
の
対
応
） 

１
．
当
社
は
、
梱
包
物
の
滅
失
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
顧
客
に
通

知
し
ま
す
。 

２
．
当
社
は
、
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
著
し
い
棄
損
を
発
見
し
た
と
き
、
ま
た
は

当
社
で
梱
包
物
を
引
受
け
て
か
ら
溶
解
処
理
す
る
ま
で
、
著
し
く
日
数
を
要
し
て
し

ま
う
と
判
断
し
た
場
合
、
遅
滞
な
く
顧
客
に
対
し
相
当
の
期
間
を
定
め
、
梱
包
物
の

処
分
に
つ
き
指
図
を
求
め
ま
す
。 

３
．
当
社
は
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
指
図
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
と
き
、
又
は
当
社

の
定
め
た
期
間
内
に
指
図
が
な
い
と
き
は
、
顧
客
の
有
益
を
第
一
義
に
梱
包
物
の
運

搬
中
止
、
返
送
、
転
送
等
の
適
切
な
処
分
を
し
ま
す
。 

４
．
当
社
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
顧
客
に

通
知
し
ま
す
。 

５
．
当
社
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
梱
包
物
の
運
搬
に
支
障
が
生
ず
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
顧
客
の
指
図
に
応
じ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。 

６
．
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
図
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
当
社
は
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
顧

客
に
通
知
し
ま
す
。 

７
．
第
二
項
に
規
定
す
る
指
図
の
請
求
及
び
指
図
に
従
っ
て
行
っ
た
処
分
又
は
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
処
分
に
要
し
た
費
用
は
、
梱
包
物
の
棄
損
又
は
遅
延
が
顧
客
の
責
任

に
よ
る
事
由
に
よ
る
と
き
は
顧
客
の
負
担
と
し
、
そ
の
他
の
と
き
は
当
社
の
負
担
と

し
ま
す
。 

 

第
二
十
二
条 

（
混
入
禁
止
物
品
の
処
分
） 

１
．
当
社
は
、
文
書
の
梱
包
物
が
第
八
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
運
搬
中
に
知
っ
た
と
き
は
移
送
を
中
止
し
、
そ
の
他
損
害
を
防
止
す
る
た
め
の

処
分
を
し
ま
す
。 

２
．
前
項
に
規
定
す
る
処
分
に
要
し
た
費
用
は
、
顧
客
の
負
担
と
し
ま
す
。 

３
．
当
社
は
、
前
項
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨

を
顧
客
に
通
知
し
ま
す
。 

 

第
二
十
三
条 

（
事
故
証
明
書
の
発
行
） 

１
．
当
社
は
、
荷
物
の
滅
失
に
関
し
顧
客
か
ら
証
明
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
運
搬

を
請
負
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
限
り
、
事
故
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。 

２
．
当
社
は
、
文
書
の
梱
包
物
の
棄
損
又
は
遅
延
に
関
し
顧
客
か
ら
証
明
の
請
求
が
あ

っ
た
と
き
は
、
運
搬
を
請
負
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
限
り
、
事
故
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。 

３
．
第
十
二
条
第
一
項
の
専
用
ポ
ス
ト
貸
出
の
禁
止
事
項
に
該
当
す
る
事
由
、
或
い
は

顧
客
の
事
業
所
に
て
顧
客
の
管
理
不
行
届
き
か
ら
、
専
用
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
ス
ト
ご

と
滅
失
ま
た
は
棄
損
が
発
生
し
、
事
故
が
あ
っ
た
際
に
は
、
当
社
は
そ
の
事
故
証
明

に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

第
二
十
四
条 

（
責
任
に
関
す
る
事
項
） 

１
．
梱
包
済
の
文
書
の
滅
失
又
は
棄
損
に
つ
い
て
の
当
社
の
責
任
は
、
梱
包
物
を
顧
客

か
ら
受
け
取
っ
た
と
き
に
始
ま
り
ま
す
。 

２
．
顧
客
が
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
保
管
中
の
文
書
を
棄
損
ま
た
は
滅
失
し
た
場
合
、

そ
れ
が
当
社
の
専
用
ポ
ス
ト
を
利
用
中
で
、
本
サ
ー
ビ
ス
商
品
の
構
造
上
の
問
題
、

欠
陥
に
よ
る
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
当
社
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。 

３
．
当
社
は
、
顧
客
の
梱
包
物
の
引
渡
し
、
受
取
、
保
管
及
び
運
搬
に
関
し
、
従
業
者

が
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
荷
物
の
滅
失
、
棄
損
又
は
遅

延
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
ま
す
。 

 

第
二
十
五
条 

（
免
責
） 

１
．
当
社
は
、
次
に
掲
げ
る
第
一
号
か
ら
第
八
号
の
事
由
に
よ
る
梱
包
物
の
滅
失
、
棄

損
又
は
遅
延
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

 
 

① 

梱
包
物
に
混
入
禁
止
物
品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
硝
煙
、
発
火
、
爆

発
、
変
色
、
腐
敗
、
か
び
、
さ
び
な
ど
の
発
生
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る

事
由
。 

 
 

② 

同
盟
罷
業
若
し
く
は
同
盟
怠
業
、
社
会
的
騒
擾
他
、
テ
ロ
な
ど
に
よ
る
も
の
。

そ
の
他
の
事
変
又
は
強
盗
。 

 
 

③ 

不
可
抗
力
に
よ
る
火
災
。 

 
 

④ 

予
見
で
き
な
い
異
常
な
交
通
傷
害
。 

 
 

⑤ 

地
震
、
津
波
、
高
潮
、
大
水
、
暴
風
雨
、
地
滑
り
、
山
崩
れ
な
ど
に
よ
る
交

通
路
崩
落
。
そ
の
他
の
火
災
。 

 
 

⑥ 

法
令
又
は
公
権
力
の
発
動
に
よ
る
移
送
中
の
差
し
止
め
、
開
封
、
没
収
、
差

し
押
さ
え
又
は
第
三
者
へ
の
引
渡
し
。 

 
 

⑦ 

本
サ
ー
ビ
ス
申
込
み
時
の
、
顧
客
の
自
社
名
ま
た
は
名
称
の
虚
位
申
告
に
よ

る
不
実
対
応
、
そ
の
他
顧
客
の
故
意
又
は
過
失
。
顧
客
の
誤
り
に
よ
る
梱
包

物
の
差
し
違
え
な
ど
。 

 
 

⑧ 

販
売
も
し
く
は
貸
出
し
た
専
用
ポ
ス
ト
の
滅
失
、
棄
損
が
発
生
し
、
そ
れ
に

起
因
す
る
文
書
の
滅
失
、
棄
損
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
原
因
が
専
用
ポ
ス

ト
の
鍵
の
か
け
忘
れ
や
粗
暴
に
扱
っ
た
こ
と
で
破
損
が
生
じ
た
な
ど
、
顧
客

の
管
理
不
行
届
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
き
。 

 

第
二
十
六
条 

（
引
受
け
拒
否
の
梱
包
物
に
よ
る
特
例
） 

１
．
第
八
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
梱
包
物
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
、
そ
の
滅
失
、

棄
損
又
は
遅
延
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

２
．
第
八
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
梱
包
物
に
つ
い
て
は
、
当
社
が
そ
の
旨
を
知

ら
ず
に
運
搬
を
引
き
受
け
た
場
合
は
、
当
社
は
梱
包
物
の
滅
失
、
棄
損
又
は
遅
延
に

つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

 

第
二
十
七
条 

（
損
害
賠
償
の
額
） 

１
．
当
社
は
、
こ
の
約
款
の
規
定
に
従
っ
て
引
受
け
た
梱
包
物
が
滅
失
、
棄
損
又
は
遅

延
し
た
場
合
、
当
該
梱
包
物
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
支
払
料
金
の
範
囲
内
で
そ
の
損
害
を

賠
償
し
ま
す
。
但
し
当
該
梱
包
物
の
滅
失
、
棄
損
に
よ
り
個
人
情
報
等
が
漏
洩
し
、

顧
客
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
当
社
の
規
定
す
る
補
償
限
度
額
の
範
囲
内
で
賠
償

し
ま
す
。 

２
．
前
項
に
規
定
す
る
補
償
限
度
額
は
、
運
搬
の
申
込
み
の
都
度
、
顧
客
に
説
明
す
る

も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
二
十
八
条 

（
料
金
の
払
い
戻
し
等
） 

１
．
当
社
は
、
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
又
は
当
社
の
責
任
に
よ
る
事
由
に
よ

っ
て
、
梱
包
物
に
滅
失
、
著
し
い
棄
損
又
は
遅
延
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
被
害
補

償
に
よ
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
料
金
を
払
い
戻
し
ま
す
。 

２
．
顧
客
の
梱
包
物
が
当
社
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
以
外
の
容
器
を
使
用
し
て
い
た
場
合
に

は
、
前
項
の
適
応
は
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

第
二
十
九
条 

（
時
効
） 

１
．
当
社
の
責
任
は
、
梱
包
物
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
、
当
社
に
て
受
取
証
を
発
行
し
た

日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。 

２
．
前
項
の
規
定
は
、
当
社
が
そ
の
損
害
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。 

 

第
三
十
条 

（
顧
客
の
賠
償
責
任
） 

１
．
顧
客
は
、
第
八
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
八
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
梱
包

物
に
よ
り
当
社
に
与
え
た
損
害
、
さ
ら
に
第
十
二
条
第
一
項
に
該
当
す
る
専
用
ポ
ス

ト
貸
出
の
禁
止
事
項
に
よ
り
当
社
に
与
え
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
の
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
顧
客
が
過
失
な
く
し
て
そ
の
欠
陥
若
し

く
は
性
質
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
、
又
は
当
社
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

第
三
十
一
条 

（
契
約
書
） 

１
．
当
社
は
、
顧
客
か
ら
求
め
の
あ
っ
た
と
き
は
、
機
密
保
持
契
約
書
な
ら
び
に
機
密

文
書
の
溶
解
処
理
に
関
す
る
業
務
委
託
契
約
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

契
約
事
項
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

第
三
十
二
条 

（
本
約
款
の
変
更
） 

１
．
当
社
は
、
事
前
に
顧
客
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
本
約
款
を
変
更
で
き
る
も
の

と
し
、
当
社
が
本
約
款
を
専
用
サ
イ
ト
上
で
表
示
し
た
時
点
か
ら
、
当
該
変
更
後
の

約
款
が
効
力
を
生
じ
る
も
の
と
し
、
顧
客
は
こ
れ
を
異
議
な
く
承
認
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。 

 

第
三
十
三
条 

（
再
生
紙
資
源
） 

１
．
顧
客
は
、
当
社
の
溶
解
処
理
工
場
に
て
文
書
入
り
専
用
ボ
ッ
ク
ス
お
よ
び
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
紙
の
溶
解
処
理
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
紙
資
源
に
つ

い
て
の
所
有
権
は
、
当
社
に
帰
属
す
る
こ
と
を
異
議
な
く
承
認
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社
開
発
紙
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静
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県
静
岡
市
葵
区
川
合
三
丁
目
二
十
番
四
十
三
号 


